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理
科
支
援
員
配
置
事
業
に
お
け
る
存
続
の
必
要
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
公
政
権
時
の
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
理
科
支
援
員
配
置
事
業
は
、
政
権
交
代
直
後
の
平
成
二
十
一
年
十
一

月
、
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
に
よ
っ
て
、
「
理
科
専
任
教
員
を
長
期
的
に
確
保
し
て
お
け
ば
必
要
な
い
事
業
で
あ
り
、

抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
」
な
ど
と
指
摘
し
「
廃
止
」
と
評
価
さ
れ
、
今
年
度
を
以
っ
て
終
了
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

本
事
業
の
予
算
規
模
の
推
移
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
平
成
二
十
一
年
度
で
は
、
理
科
支
援
員
と
特
別
講
師
の
配
置
を
合
算
し

て
い
る
も
の
の
、
指
定
校
配
置
数
三
千
校
、
予
算
額
二
十
四
億
五
千
万
円
に
対
し
、
次
年
度
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
千

百
校
、
十
億
円
と
大
幅
に
削
減
・
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
場
に
お
い
て
、
「
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
勤
務
時
間

数
を
制
限
さ
れ
、
支
援
時
間
が
全
く
不
足
し
て
い
る
」
と
の
声
が
あ
り
、
そ
の
窮
状
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

子
ど
も
は
言
う
に
及
ば
ず
、
小
学
校
教
員
自
体
に
理
科
離
れ
が
進
み
、
特
に
学
級
担
任
教
員
に
お
い
て
は
、
放
課
後
事
務
作

業
に
追
わ
れ
、
実
験
準
備
も
儘
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
実
験
が
終
わ
っ
て
も
次
の
授
業
が
あ
る
た
め
片
付
け
が
で
き
な
い
な
ど
多

忙
化
が
現
在
に
お
い
て
も
進
行
し
て
い
る
た
め
、
理
科
支
援
員
の
役
割
や
重
要
性
は
貴
重
な
戦
力
で
あ
る
。
然
る
に
先
の
事
業

仕
分
け
の
指
摘
は
当
た
ら
ず
、
理
科
専
任
教
員
の
配
置
が
完
了
す
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に
お
い
て
、
寧
ろ
理
科
支
援
員
を
増

強
す
べ
き
で
あ
り
、
本
末
転
倒
と
考
え
る
。

一



従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

子
ど
も
は
言
う
に
及
ば
ず
、
小
学
校
教
員
自
体
に
理
科
離
れ
が
進
み
、
特
に
学
級
担
任
教
員
に
お
い
て
は
、
放
課
後
事
務

作
業
に
追
わ
れ
、
実
験
準
備
も
儘
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
実
験
が
終
わ
っ
て
も
次
の
授
業
が
あ
る
た
め
片
付
け
が
で
き
な
い
な

ど
多
忙
化
が
現
在
に
お
い
て
も
進
行
し
て
い
る
た
め
、
理
科
支
援
員
の
役
割
や
重
要
性
は
貴
重
な
戦
力
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

政
府
の
言
う
「
理
科
専
任
教
員
を
長
期
的
に
確
保
」
の
実
行
は
、
未
来
へ
の
科
学
技
術
開
発
に
と
っ
て
待
っ
た
な
し
で
あ

り
、
特
に
若
手
研
究
者
養
成
の
た
め
に
今
後
益
々
理
科
支
援
員
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
理
科
支
援
員
の
役
割
や
重
要
性
は
貴
重
な
戦
力
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
先
の
事
業
仕
分
け
の
指

摘
は
当
た
ら
ず
、
理
科
専
任
教
員
の
配
置
が
完
了
す
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に
お
い
て
、
寧
ろ
理
科
支
援
員
を
増
強
す
べ
き

で
あ
り
、
本
末
転
倒
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

本
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
で
は
、
理
科
支
援
員
と
特
別
講
師
の
配
置
を
合
算
し
て
い
る
も
の
の
、
指
定
校
配

置
数
三
千
校
、
予
算
額
二
十
四
億
五
千
万
円
に
対
し
、
次
年
度
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
千
百
校
、
十
億
円
と
大
幅
に

二



削
減
・
減
額
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
度
に
至
る
ま
で
先
細
り
で
見
る
影
も
な
い
。
当
初
の
計
画
で
は
、
五
年
間
継
続
と
同
時

に
実
施
校
に
お
い
て
も
増
や
す
方
針
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
最
終
目
標
に
到
達
せ
ず
し
て
終
了
す
る
こ
と
は
、
却
っ
て

税
金
の
無
駄
遣
い
で
は
な
い
の
か
。
現
政
府
は
、
我
が
国
の
未
来
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
拘
泥
す

る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
、
事
業
予
算
の
大
幅
削
減
な
ど
に
よ
り
、
現
場
に
お
い
て
、
「
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
勤
務
時
間
数
を
制
限

さ
れ
、
支
援
時
間
が
全
く
不
足
し
て
い
る
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見

解
如
何
。

六

四
及
び
五
に
関
連
し
、
社
会
保
障
費
が
こ
の
十
年
間
以
上
で
か
な
り
増
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
文
教
科
学
振
興
費
や
公

共
事
業
は
相
当
削
減
さ
れ
て
い
る
現
実
を
鑑
み
、
こ
の
削
減
さ
れ
た
分
野
を
本
来
の
姿
に
取
り
戻
し
、
社
会
保
障
は
恒
久
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
現
政
府
の
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
に
お
い
て
、
文
教
科
学
振
興
費
は
ど
の

よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


